
志木

Shiki Nature Reports since 2002

HRM

四季－志木自然報告－
Shiki Seasonal Nature Reports 2011

2011年　初夏号(No. 037.)
2011年  6月  17日発行

z/c 353-0004 埼玉県志木市本町4-14-1[tel: 048-471-1361]

慶應義塾志木高等学校

(Aramaki ,（Miyahashi；監修）)

3月11日以後の放射線量の変化

　3月11日以降、東日本大震災による東京電力福

島第一原子力発電所の事故で、原発への関心が

高まり、放射線量の動向が日々報道されている。

各地の大気中の放射線量は新聞や自治体、文科

省のホームページなどで確認ができるが、本校構

内ではどのように推移しているのだろうか？約2ヶ

月間にわたり追ってみた。

　放射線とは、一部の不安定な原子核が安定した

原子核になろうとする際、陽イオン+電子という形

で、放出されるエネルギー線のことであり、物質が

放射線を出す性質を放射能という。代表的な3種

類の放射線には透過能力の小さな順から、α線、

β線、γ線がある。そして、私たちは日常生活の中で、一人当たり年間1-1.5ｍSｖの自然放射線を受けてい

る。放射線量のシーベルト（Sv）とは吸収された放射線によって人体にどれだけ影響があるかを表す線量単

位であり、1000μSv＝1ｍSv＝0.001Svである。

　 本校において、3月22日～5月31日までの約2ヶ月間、「放射線測定器　RADEX」（測定線種/β線γ線）

を用いて、構内数箇所で計測を行った。調査方法は９時、12時、15時、17時の4回/日、屋内外地上約1ｍ及

び4ｍの高さでの放射線量を計測し、２ヵ所（屋内：理科棟２F廊下、屋外：生物室北側アスファルト上）のデ

ータをグラフに示した。グラフは欠測日の最も少ない時間帯である17時のもので、他の時間帯との差が0.01

μSvの範囲に収まるので、これを用いて全体を総括することにした。まず、グラフ全体は漸減傾向にあり、屋

内よりも屋外においてその傾向は顕著と言える。4月以降はほぼ0.15μSv/hに落ち着いているので、年間

1.3ｍSv(0.15μSv/h×8760ｈ）となり、日常生活で私達が受ける自然放射線量の目安とかわらない。ただし、

1998年に校内全域で行った調査の数値より今

回調査した平均値は高めではあるが、この点は

計器の精度を検証する必要もある。また、グラフ

の近似曲線が波形になっている点については、

気象条件との相関関係も考えられ、検証する余

地があるだろう。　

　似たような調査は、私たちに先駆けて、大変

丁寧かつ詳細なものが福島県立安積黎明高

等学校から公開されており、事故直後の3月後

半は大変高い数値を示していたが、4月以降は

漸減傾向にあり本校と同様の傾向である。

　結論として、現時点ではとあえず本校におい

て特別な対応を考えるような状況にはなってい

ないと言えるだろう。
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生物室北側（屋外地上1m）
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志木の自然[卯月(4月),皐月(5月),水無月(6月)]

Plants [2011年4月〜6月までの開花情報]

Grass

【4/8】ケヤキ

【6/5】ユッカ

【5/18】カキノキ

【6/8】アオギリ

Wood

(Miyahashi)
この限られた紙面では、名前の出ている植物や動物がどのようなものであるかをお示しする事は不可能です。
名前を手がかりにぜひ図書館などで一度調べてみてください。

【4/11】クヌギ

【5/9】ハリエンジュ

【5/18】エゴノキ

【4/25】ムクノキ

【5/9】ホオノキ

【5/9】マテバシイ

【4/25】コナラ

【5/2】ユズリハ

【4/11】ケヤキ

【5/18】イイギリ

【5/18】クロマツ

【5/2】ミズキ

【6/5】キョウチクトウ

【6/14】ナンテン

【6/8】アカメガシワ

【4/11】イタヤカエデ

【4/25】コデマリ

【5/9】ユッカ

【5/9】シラカシ

【4/18】ヤマザクラ

【4/18】ハナミズキ

【5/18】ヤマボウシ

【5/18】サワフタギ

【4/25】ツツジ

【5/26】クリ

【6/14】アジサイ

【4/18】シラフジ

【6/1】スズカケノキ

【4/25】シュロ

【4/11】アケビ

【4/11】ヤマグワ

【4/18】ハナミズキ

11en Apr. 2011      フデリンドウ ,ヘビイチゴ ,キランソウ ,ムラサキケマン ,オニタビラコ ,アブラナ ,ヤエムグラ ,
　　　　　　　カタクリ ,ヒトリシズカ ,スミレ ,ヤブニンジン ,ムラサキサギゴケ ,カキドオシ ,トキワハゼ ,
　　　　　　　ハルジオン　
18th Apr.2011       アメリカフウロ ,ヤブタビラコ ,タチイヌノフグリ ,シロツメクサ ,イヌムギ ,オランダガラシ
25th Apr.2011   　ミゾイチゴツナギ ,スズメノエンドウ ,マルバスミレ ,ムギクサ ,ウマゴヤシ ,ポピー
2nd May. 2011      ツボミオオバコ , オオダイコンソウ , フタリシズカ , オッタチカタバミ
9ne May. 2011　　  オオジシバリ , カモジグサ , ムラサキカタバミ , コヒルガオ , ニワゼキショウ , ギシギシ
18th May.2011       ノミノツヅリ , ノビル , アカバナ , スズラン , フトイ　　
26th May.2011 　  ドクダミ , スイレン , コナスビ , アズマネザサ　　　1st Jun. 2011  　イヌガラシ , トキワツユクサ
8th  Jun. 2011　　ハキダメギク , アサザ , ブタナ　　　　　　　　　　14th  Jun. 2011 　 ヒメジョオン , ヒルガオ

　

【4/11】トウカエデ

【4/18】ニワトコ

【4/11】イロハモミジ

【4/25】サワグルミ

【6/14】マテバシイ

【5/18】ノイバラ
【4/11】エノキ

【6/14】ボダイジュ

【4/11】トウカエデﾞ

【4/18】イチョウ

【5/26】トキワサンザシ

【4/11】ポプラ

【5/2】シュロ

【6/14】ネズミモチ

【5/18】マルバシャリンバイ

【4/18】ニワトコ

【6/14】ムラサキシキブ
【5/18】イボタノキ

【4/18】コウゾ

【5/18】マユミ

【5/18】スイカズラ

【5/9】ツルウメモドキ

【4/11】チョウショウインハタザクラ

【4/18】ヤマブキ

【4/18】 カラタチ

【5/26】 イヌツゲ

【4/18】 コナラ

【5/18】 マユミ

【5/2】 キリ

 

  樹木の種子・果実は ,専門用語で『マスティング』と呼ばれるランダムな実りの豊凶を繰り返す .一般には動物 
からの食害による絶滅を回避するため ,と言われるが ,他にも原因はありそうである .今年はポプラが「これでも
か！」と言わんばかりに種子を飛ばした .お陰で野球場への道は綿毛で真白である .鬱陶しいとは思うが ,季節の
風物詩である .気持ちを大きく持って見てやって欲しい .



Meteorology

(Higuchi)

早い梅雨入り、季節はずれの台風

   今年は各地で早い梅雨入りとなりました。関東地方では昨年よりも17日も早い5月27日頃、平年値の6月8日

と比べても12日も早い梅雨入りです。例年なら五月といえば一週間から十日ほど晴天が続くことがしばしばあり

ます。その頃の天気図を見ると、高気圧の後ろからまた高気圧が続く「帯状高気圧」という、四月の移動性高気

圧「低気圧→高気圧→低気圧→…」とはちがった気圧配置となるのです。ところが今年はと言えば、5月7日に

発生した台風1号が11日には先島諸島（石垣島方面）に接近し、12～13日にかけて温帯低気圧になったもの

の本州南岸を通過。さらには22日に発生した台風2号が28～30日にかけて沖縄、九州南部、四国沖と梅雨前

線を刺激しながら進み各地で大雨となり、四国・中国・近畿・東海・関東地方などはそのまま梅雨入りに…。

   少し気が早いかもしれませんが、梅雨明けはいつになるのでしょうか。梅雨入りが早かったのでこのまま明け

は早いのか、はたまた長梅雨になるのか。ちなみに沖縄は6月9日に梅雨明けしました。これは平年よりも14日

も早い明けです。今年は節電を強いられるのは間違いありませんから、昨年のような暑い日は少なくなって欲し

いものです－特にお年寄りの方々がエアコンを我慢して熱中症になるのだけは避けてほしい。

   東日本・北日本ではオホーツク海から高気圧が張り出しているうちは、南からの小笠原高気圧を押さえてい

るので梅雨は明けません。オホーツクからの北東気流は湿っていますが冷たいので梅雨寒となりやすく、梅雨

の割には比較的過ごしやすい空気です。とりあえず試験が終わる頃まではオホーツクの高気圧にがんばって

いてほしいものですね。

ビオトープ便り～南池のザリガニは？～今年のモリアオガエルは？～

 　先日（6 /10）、南池（農園にある池）の水を抜いて掃除をしました。一昨年から問題になっているアメリカザリガニ

を、昨年8月に駆除して以来、水の供給を止めていたのですが、雨水が溜まり再び池となっていたのを、水を汲

出して掃除したのです。すると、何と子ザリガニがウヨウヨいるではありませんか。昨年、数百匹のザリガニを捕ま

え、なおかつ渇水していたにもかかわらず、またこんなに増えているなんて、その生命力には驚きます。かわい

そうですが、本来棲んでいる環境とは違ったあの小さい池では自滅するだけですので、今度こそはという気持ち

で駆除し、また渇水しました。その際、同時にモリアオガエルのオタマジャクシも多数捕まえました。昨年もこの

紙面で紹介しましたが、飯能や秩父のほうに棲むこの山地性のカエルがなぜか校内で繁殖しているもので、今

年は鳴き声は聞こえましたが産卵している様子が見られなかったのですが、南池でしっかり繁殖しているのがわ

かりました。このオタマジャクシは田んぼの脇の溜池へ移しました。数匹は生物室の水槽に泳がせているので見

たい方はどうぞ。

   さて現在、ビオトープ近辺で見られる昆虫はというと、前に紹介した南方系のチョウであるアカボシゴマダラが

多数見られますし、先日はナガサキアゲハも目撃しました。タイミングよく写真に収められたのを生物室の壁に

貼ってありますのでご覧ください。それから、スジグロシロチョウ、オオシオカラトンボ、コシアキトンボ、アジアイト

トンボなどが田んぼ近辺でよく見られます。また速水先生の３年生の授業で行っている田んぼの中には、メダカ

とドジョウがたくさん泳いでいます。昭和の時代にはよく見られた生命あふれる光景の田んぼです。こんな田ん

ぼで作られたお米ならとてもおいしいでしょうね。

みなさんも校内の自然をぜひ観察してみてください。　　　　　　　　　　　　

Biotope

(Izawa)



(Hayami)

Wa-ka

荒巻　知子 （Aramaki)

宮橋　裕司 (Miyahashi)

鳥類・植物

植物・地質　他[&発行責任]

環境・編集　

動物・環境

速水　淳子 (Hayami)

井澤　智浩 (Izawa)執筆・担当区分

天文・気象 樋口　　聡  (Higuchi)

 蛙の歌

　 水田を彩る蛙の歌は季節によって変化する。三月には目覚めたばかりのヒキガエルの歌が聞こえる。四月の

末になるとモリアオガエルののんびりした歌が響くようになる。五月の末、ちょうど田植えの頃にはアマガエルが

鳴きだす。今は日が暮れる七時頃から水田の辺りでアマガエルの賑やかな合唱が始まる。時折モリアオガエ

ルも繁みの中から低い声で歌い出す。ヒキガエルはと言えば、水田に井戸水を送り出す蛇口が納められた箱

の中にでんと座っている。今年草を払った上の田んぼのホースの流入口のところにも。田んぼの水を調節する

時に必ずこの二匹とは顔を合わせる。

　志木高の小さな田んぼが生みだしたもの、それは季節ごとに移り変わる蛙の歌に耳を傾ける時間だ。蛙の歌

なんて聞かなくても、何も困らないよ。そうだろうか。ささやかな田んぼに集うものたちの歌を聞く時間は無駄だ

ろうか。

　蛙の声を聞くこと、他の生命の声に耳を傾けることを技法として高め、文化として受け継いできたのが古典和

歌だった。

　『古今和歌集仮名序』に

　　花に鳴くうぐひす、水にすむかはづの声を聞けば生きとし生けるものいづれか歌をよ　　　

　　まざりける

とある。蛙はすべての歌う生命の代表だった。蛙は「かはづ」と呼ばれ、万葉集の時代から詠み継がれてきた。

ことにその美声を賞されたのが清流に棲む河鹿でこれを詠んだものが多い。しかし田んぼの蛙を詠んだものも

ある。『伊勢物語』二十七段には次のような贈答が見られる。

　　我ばかり物思ふ人は又もあらじと思へば水の下にもありけり

(男に忘れられた女が盥に映った自分の姿を見て詠んだ歌　　物思いをしているのは私だけかと思っていまし

たが、水の中にもいたのですね)

　　水口に我や見ゆらむかはづさへ水の下にてもろ声に鳴く

(それを耳にした男が詠んだ歌　　水に映って見えるのは盥の水の取り入れ口のところに立っている私の姿で

す。田んぼの取水口辺りで蛙が声をあわせて鳴くように、私もあなたと声をあわせて泣いているのです)

田んぼで声を合わせて鳴く蛙がこんなふうに詠まれている。

　 先日三年生と一緒に能の鑑賞会に行ってきた。能を観るのはくたびれる。なぜならたいそう時間のかかる芸

術だからだ。能舞台には簡素な舞台装置しかなく、笛の一声、鼓の一打一打を重ねることによって能の世界を

作り上げる。そこに人の声が加わり、語りと掛け合い、地謡と呼ばれるコーラスの声を重ねていくことでその世界

を表現する。つまり能を観る場合、私たちは非常に長い時間耳を傾けつづけることを要求される。おそらく能を

観るのにある種の忍耐が必要になるのはこのためだ。声を聞くということは時間のかかることなのだ。

　私たちの身体はいつの間にか声を聞くことに耐えられない身体になってしまった。テレビもインターネットも、

視覚を利用した刺激的で素早い情報の伝え方をする。私たちはゆっくり耳を傾ける、という習慣を失いつつあ

る。能を観ていて募るある種の苛立ちや睡魔は、声を聞けなくなった身体の異議申し立てとも言える。

　声を聞くということはゆっくりと自分の時を他者に添わせる行為である。他者の声に耳を傾けることから始まる

ことがある。そうしなければ見えないこともある。人の声であれ蛙の歌であれ、他者の声を聞く時間を大切にし

たい。そのようなささやかな作法を守ることもまた文化を受け継ぐ一つの形なのだと思う。田んぼが生み出した

アマガエルの合唱を今は心ゆくまで楽しみたい。


